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民
生
委
員
・
児
童
委
員

　▼
担
当
地
区

／
氏
名(

敬
称
略
）

成
東
地
区

▼
姫
島
・
昭
和
／
内
田

　芳
雄
▼
根
蔵
・

宮
前
／
関
屋

　順
子
▼
辺
田
／
長
谷
川

　實
▼
愛
宕
台
／
伊
藤

　和
代
▼
富
士

見
台
／
谷
本

　清
美
▼
上
町
・
下
町
一
・

二
／
三
好

　留
美
子
▼
下
町
三
・
四
・

五
／
並
木

　三
喜
男
▼
島
／
渡
邉

　貴

代
子
▼
殿
台
／
土
屋

　長
矩
▼
ダ
イ
ア

パ
レ
ス
／
大
類

　英
之
▼
新
町
／
佐
瀬

　弘
▼
東
町
一
・
二
丁
目
／
佐
藤

　み

さ
子
▼
東
町
三
・
四
丁
目
／
金
子

　謙

吉
▼
津
辺
・
市
場
・
親
田
・
川
崎
／
石

渡

　富
惠
▼
和
田
／
小
川

　百
合
子
▼

板
附
・
湯
坂
／
藤
田

　好
宏
▼
野
掘
・

嶋
戸
・
真
行
寺
・
新
泉
／
木
内

　國
司

▼
富
田
西
／
水
巻

　貞
二
▼
富
田
東
／

浅
野

　志
津
恵
▼
寺
崎
・
早
船
南
／
石

橋

　芳
明
▼
早
船
北
・
柴
原
／
川
面

　

貞
雄
▼
原
横
地
・
富
田
幸
谷
／
相
原

　

茂
雄
▼
上
里
／
長
谷
川

　行
夫
▼
小
柳

／
矢
部

　久
恵
▼
寺
川
／
今
井

　正
夫

▼
下
横
地
・
草
深
／
渡
辺

　章
▼
五
木

田
一
・
二
／
布
留
川

　芳
子
▼
小
泉
・

富
口
十
一
／
佐
々
木

　万
里
子
▼
富
口

十
区
／
高
橋

　君
江
▼
白
幡
東
／
藤
田

　ひ
ろ
み
▼
白
幡
西
／
加
藤

　千
惠
▼

白
幡
住
宅
／
恩
田

　百
合
子
▼
白
幡
南

／
伊
藤

　美
信
▼
白
幡
北
／
太
田

　肇

▼
本
須
賀
岡
一
・
二
／
田
所

　享
▼
白

幡
納
屋
・
本
須
賀
納
屋
北
川
岸
・
中
川

岸
／
岡
田

　勝
▼
本
須
賀
納
屋
東
南
川

岸
・
大
南
川
岸
／
平
山

　寿
美
恵
▼
木

戸
岡
・
浜
／
鈴
木

　法
子
▼
小
松
岡
・
浜
・

道
面
／
今
井

　有
三
▼
北
中
谷
（
北
之

里
・
中
谷
）宿
関
／
伊
藤

　敏
子
▼
中
谷

之
下
（
岡
・
浜
）
／
篠
﨑

　修
▼
宿
之
下

（
岡
・
浜
）／
小
川

　久
男
▼
六
区（
相
台
・

瓜
花
・
荒
場
・
川
代
）／
今
井

　勝
見
▼

関
之
下
（
岡
・
浜
）
／
鈴
木

　進
▼
井
之

内
岡
・
六
軒
家
・
諏
訪
台
／
今
関

　敬

子
▼
井
之
内
浜
／
土
屋

　祐
英

《
主
任
児
童
員
》 

矢
光

　素
子
・
浅
野

　潤
子
・
石
橋

　篤
子

蓮
沼
地
区

▼
東
・
中
・
北
殿
下
区
／
善
塔

　雄
▼
西
・

南
殿
下
区
／
笹
川

　勝
男
▼
中
下
西
区
・

西
浜
区
／
髙
宮

　義
夫
▼
上
谷
区
・
殿

台
区
／
石
橋

　澄
枝
▼
南
浜
北
区
・
南

区
／
小
川

　美
智
子
▼
上
川
・
下
区
・

南
川
下
区
／
山
田

　賢
二
▼
中
根
区
／

小
川

　捷
二
▼
中
下
南
・
北
・
中
・
新

田
区
／
秋
葉

　俊
雄
▼
川
面
区
・
十
二

区
／
秋
葉

　達
也
▼
南
九
区
／
橋
本

　

藤
枝
▼
西
岡
・
南
八
区
／
石
井

　由
美

子
▼
南
浜
中
・
平
区
／
上
代

　と
み
江

《
主
任
児
童
員
》 

髙
宮

　孝
子
・
伊
藤

　良
成

山
武
地
区

▼
白
玉
／
渡
邉

　賢
一
▼
洋
光
台
・
美

杉
野
／
矢
越

　弘
子
▼
外
野
／
奥
秋

　

朝
子
▼
諸
木
内
・
井
ノ
上
／
蕨

　健
吉

▼
宿
・
坂
ノ
上
／
黒
相

　和
子
▼
東
寺

ケ
台
／
馬
渡

　竜
彦
▼
向
寺
ケ
台
／
齊

藤

　美
由
紀
▼
戸
田
／
横
山

　勝
▼
麻

生
新
田
／
伊
藤

　惠
美
子
▼
板
川
・
中

津
田
／
叶
屋

　敬
子
▼
板
中
新
田
／
榊

原

　靖
雄
▼
東
横
田･

西
横
田･

平
沢
／

鈴
木

　茂
▼
実
門
・
中
野
台
・
横
田
台

／
越
川

　忠
行
▼
北
横
田
／
佐
々
木

　

昭
男
▼
東
・
北
沖
渡
・
横
田
・
緑
ケ
丘
・

横
田
入
／
大
山

　憲
子
▼
西
沖
渡
／
林

　和
子
▼
下
辺
田
・
大
木
台
／
山
之
口

　國
雄
▼
大
口
・
横
堀
台
／
加
藤

　清

子
▼
野
馬
木
戸
・
神
野
／
酒
匂

　一
史

▼
細
田
・
松
崎
／
平
山

　玲
子
▼
岩
ノ

谷
・
花
見
谷
・
浅
間
脇
／
吉
井

　正
道

▼
京
増
／
尾
髙

　幸
子
▼
古
宿
・
さ
ぎ

山
台
・
新
田
・
蔵
持
・
合
名
・
中
台
・

天
ケ
谷
／
宍
倉

　す
み
子
▼
宮
田
・
木

原
山
／
川
嶋

　信
治
▼
椎
崎
西
部
／
尾

髙

　妙
子
▼
日
向
台
／
向
後

　裕
代
・

及
川

　節
子
▼
椎
崎
東
部
／
迫
口

　徳

子
▼
矢
部
・
古
内
・
高
浪
／
石
田

　清

▼
金
ケ
谷
・
東
台
／
江
口

　沖
夫
▼
城

府
・
山
支
・
森
台
・
本
郷
／
緇
荘

　利

幸
▼
雨
坪
・
武
勝
・
下
布
田
・
植
草
／

中
嶋

　久
雄

《
主
任
児
童
員
》 

小
川

　英
子
・
澤
野

　栄
男

松
尾
地
区 

▼
山
室
・
引
越
／
石
井

　憲
吾
▼
谷
津
・

古
和
／
古
川

　新
司
▼
上
・
下
大
蔵
・

遠
久
田
／
戸
村

　幸
子
▼
金
尾
・
小
川

／
大
橋

　一
雄
▼
蕪
木
／
太
田

　幸
子

▼
押
辺
・
新
堀
・
長
谷
・
第
四
／
小
梛

　と
し
え
▼
琴
平
／
萩
本

　京
子
▼
八

重
田
・
生
子
宿
／
朝
比
奈

　育
子
▼
猿

尾
／
古
谷

　祐
子
▼
五
反
田
Ａ
／
川
島

　芳
典
▼
五
反
田
Ｂ
／
鈴
木

　敏
雄
▼

祝
田
・
本
水
深
・
水
深
／
加
藤

　昭
子

▼
田
越
・
大
堤
／
花
澤

　信
幸
▼
寿
町

／
花
澤

　政
芳
▼
松
尾
・
富
士
見
台
／

齊
藤

　澄
子
▼
広
根
・
下
野
／
髙
知
尾

　敬
子
▼
折
戸
・
下
之
郷
／
平
澤

　延

子
▼
借
毛
本
郷
／
秋
庭

　春
夫
▼
高
富

西
／
飯
岡

　き
い
▼
高
富
東
／
井
部

　

ミ
サ
ヲ
▼
本
柏
・
木
刀
／
椎
名

　節
子

▼
武
野
里
／
川
島

　和
代

《
主
任
児
童
員
》 

鈴
木

　喜
美
江
・
酒

井

　朝
美

｢

民
生
委
員
・
児
童
委
員｣

を

紹
介
し
ま
す

12
月
か
ら
民
生
委
員
・
児
童
委
員

と
し
て
地
域
福
祉
活
動
に
ご
協
力
い
た

だ
く
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

任
期
は
、
12
月
１
日
か
ら
平
成
28

年
11
月
30
日
の
３
年
間
で
す
。

｢

民
生
委
員
・
児
童
委
員｣

は
厚
生

労
働
大
臣
に
委
嘱
さ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
、
社
会
奉
仕
の
精
神
を
持
ち
、

地
域
住
民
の
立
場
に
立
っ
て
皆
さ
ん
の

暮
ら
し
を
支
援
す
る
人
で
す
。

生
活
上
の
相
談
や
支
援
、
福
祉
情

報
の
提
供
、
関
係
機
関
へ
の
連
絡
調
整

や
意
見
具
申
な
ど
を
基
本
と
し
活
動

し
ま
す
。

相
談
さ
れ
た
方
の
情
報
は
、
守
秘

義
務
に
よ
り
守
ら
れ
ま
す
。

問

　社
会
福
祉
課
社
会
福
祉
係

☎
（80）
２
６
１
２

災
害
列
島
日
本

　災
害
は
忘

れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く
る

今
年
も
全
国
各
地
で
台
風
や
豪
雨
、

竜
巻
な
ど
大
き
な
被
害
が
発
生
し
ま
し

た
。
山
武
市
で
も
台
風
26
号
に
よ
る
被

害
を
受
け
、
ま
た
、
平
成
23
年
３
月
11

日
に
起
こ
っ
た
東
日
本
大
震
災
の
津
波

被
害
は
、
山
武
市
に
大
き
な
被
害
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。

こ
の
大
震
災
の
体
験
談
を
ま
と
め
た

山
武
市
被
災
記
録
集
「
語
り
つ
ご
う

３
・
１
１
」（
地
域
再
生
協
議
会
発
刊
）

を
読
ん
で
く
れ
ま
し
た
か
？

【
体
験
談
の
一
節
】

『…

省
略…

避
難
を
し
よ
う
と
し
た

が
、周
り
は
、総
て
冠
水
し
て
い
た
の
で
、

か
え
っ
て
高
台
に
あ
る
家
の
方
が
と
い

う
事
で
自
宅
へ
戻
っ
た
。
夜
も
更
け
て

一
面
の
水
に
囲
ま
れ
、
ま
る
で
陸
の

孤
島
の
一
軒
家
だ
っ
た
。

そ
ん
な
時
、
木
戸
浜
の
消
防
の
人
達

が
水
に
漬
か
り
な
が
ら
見
回
り
に
来
て

く
れ
、
勇
気
付
け
ら
れ
た
。…

省
略…

知
人
や
親
せ
き
が
片
付
け
に
き
て
く
れ
、

友
人
が
パ
ン
や
カ
レ
ー
を
持
っ
て
き
て

く
れ
て
助
か
っ
た
。
人
の
親
切
が
と
て

も
嬉
し
か
っ
た
。

今
で
も
余
震
が
来
る
度
に
反
射
的
に

眼
鏡
・
携
帯
・
財
布
と
小
銭
を
つ
か
ん

で
外
に
出
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。』

災
害
は
、
個
人
で
は
防
げ
ま
せ
ん
。

被
害
を
防
ぐ
に
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の

協
力
と
助
け
合
い
が
大
事
に
な
り
ま
す
。

高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
中
、
特
に
お

互
い
に
助
け
合
う
こ
と
が
大
事
で
す
。

「
語
り
つ
ご
う
３
・
１
１
」
は
、
東

日
本
大
震
災
の
体
験
が
綴
ら
れ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
も
う
一
度
こ
の
被
災
記
録

集
を
読
ん
で
、
家
族
や
地
域
で
語
り
継

い
で
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

地
域
再
生
協
議
会

ま
た
、
市
で
は
震
災
記
録
Ｄ
Ｖ
Ｄ
と
、

目
の
不
自
由
な
方
に
も
わ
か
る
よ
う
に

と
地
域
再
生
協
議
会
発
刊
の
記
録
集
掲

載
の
体
験
談
55
編
の
朗
読
集
Ｃ
Ｄ（
３

枚
組
）
を
併
せ
て
制
作
し
て
い
ま
す
。

記
録
集
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
Ｃ
Ｄ
は
、
各
図
書

館
で
貸
し
出
し
を
行
う
ほ
か
、
記
録
集

に
つ
い
て
は
有
償
頒
布
も
実
施
し
て
い

ま
す
。

販
売
先

・
市
役
所
市
民
自
治
支
援
課

・
山
武
市
社
会
福
祉
協
議
会

・
山
武
市
市
民
活
動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー

（
定
価
８
０
０
円
）

問

　市
民
自
治
支
援
課

☎
（80）
０
１
５
１

蓮沼地区で防災訓練を実施します
　蓮沼地区自主防災会連合会では、蓮沼地区を対
象に防災訓練を実施します。
　ご近所お誘いあわせのうえご参加ください。
日　時　12 月８日㈰　午前７時半～９時
訓練場所　蓮沼スポーツプラザ
訓練の内容

【想定】千葉県東方沖を震源とする地震がおき、地震
発生後、高さ５メートルの津波が発生

【避難訓練】当日は、午前７時半に防災行政無線で
地震発生（アナウンス）の放送後に津波発生（サイ
レンおよびアナウンス）の放送を行いますので、徒歩
または自転車で蓮沼スポーツプラザに避難してくだ
さい

【避難所での訓練】
・避難者カードに住所・氏名を記入
・元消防職員による講話
・炊き出しの配給

昨年蓮沼地区で実施した防災訓練
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民
生
委
員
・
児
童
委
員

　▼
担
当
地
区

／
氏
名(

敬
称
略
）

成
東
地
区

▼
姫
島
・
昭
和
／
内
田

　芳
雄
▼
根
蔵
・

宮
前
／
関
屋

　順
子
▼
辺
田
／
長
谷
川

　實
▼
愛
宕
台
／
伊
藤

　和
代
▼
富
士

見
台
／
谷
本

　清
美
▼
上
町
・
下
町
一
・

二
／
三
好

　留
美
子
▼
下
町
三
・
四
・

五
／
並
木

　三
喜
男
▼
島
／
渡
邉

　貴

代
子
▼
殿
台
／
土
屋

　長
矩
▼
ダ
イ
ア

パ
レ
ス
／
大
類

　英
之
▼
新
町
／
佐
瀬

　弘
▼
東
町
一
・
二
丁
目
／
佐
藤

　み

さ
子
▼
東
町
三
・
四
丁
目
／
金
子

　謙

吉
▼
津
辺
・
市
場
・
親
田
・
川
崎
／
石

渡

　富
惠
▼
和
田
／
小
川

　百
合
子
▼

板
附
・
湯
坂
／
藤
田

　好
宏
▼
野
掘
・

嶋
戸
・
真
行
寺
・
新
泉
／
木
内

　國
司

▼
富
田
西
／
水
巻

　貞
二
▼
富
田
東
／

浅
野

　志
津
恵
▼
寺
崎
・
早
船
南
／
石

橋

　芳
明
▼
早
船
北
・
柴
原
／
川
面

　

貞
雄
▼
原
横
地
・
富
田
幸
谷
／
相
原

　

茂
雄
▼
上
里
／
長
谷
川

　行
夫
▼
小
柳

／
矢
部

　久
恵
▼
寺
川
／
今
井

　正
夫

▼
下
横
地
・
草
深
／
渡
辺

　章
▼
五
木

田
一
・
二
／
布
留
川

　芳
子
▼
小
泉
・

富
口
十
一
／
佐
々
木

　万
里
子
▼
富
口

十
区
／
高
橋

　君
江
▼
白
幡
東
／
藤
田

　ひ
ろ
み
▼
白
幡
西
／
加
藤

　千
惠
▼

白
幡
住
宅
／
恩
田

　百
合
子
▼
白
幡
南

／
伊
藤

　美
信
▼
白
幡
北
／
太
田

　肇

▼
本
須
賀
岡
一
・
二
／
田
所

　享
▼
白

幡
納
屋
・
本
須
賀
納
屋
北
川
岸
・
中
川

岸
／
岡
田

　勝
▼
本
須
賀
納
屋
東
南
川

岸
・
大
南
川
岸
／
平
山

　寿
美
恵
▼
木

戸
岡
・
浜
／
鈴
木

　法
子
▼
小
松
岡
・
浜
・

道
面
／
今
井

　有
三
▼
北
中
谷
（
北
之

里
・
中
谷
）宿
関
／
伊
藤

　敏
子
▼
中
谷

之
下
（
岡
・
浜
）
／
篠
﨑

　修
▼
宿
之
下

（
岡
・
浜
）／
小
川

　久
男
▼
六
区（
相
台
・

瓜
花
・
荒
場
・
川
代
）／
今
井

　勝
見
▼

関
之
下
（
岡
・
浜
）
／
鈴
木

　進
▼
井
之

内
岡
・
六
軒
家
・
諏
訪
台
／
今
関

　敬

子
▼
井
之
内
浜
／
土
屋

　祐
英

《
主
任
児
童
員
》 

矢
光

　素
子
・
浅
野

　潤
子
・
石
橋

　篤
子

蓮
沼
地
区

▼
東
・
中
・
北
殿
下
区
／
善
塔

　雄
▼
西
・

南
殿
下
区
／
笹
川

　勝
男
▼
中
下
西
区
・

西
浜
区
／
髙
宮

　義
夫
▼
上
谷
区
・
殿

台
区
／
石
橋

　澄
枝
▼
南
浜
北
区
・
南

区
／
小
川

　美
智
子
▼
上
川
・
下
区
・

南
川
下
区
／
山
田

　賢
二
▼
中
根
区
／

小
川

　捷
二
▼
中
下
南
・
北
・
中
・
新

田
区
／
秋
葉

　俊
雄
▼
川
面
区
・
十
二

区
／
秋
葉

　達
也
▼
南
九
区
／
橋
本

　

藤
枝
▼
西
岡
・
南
八
区
／
石
井

　由
美

子
▼
南
浜
中
・
平
区
／
上
代

　と
み
江

《
主
任
児
童
員
》 

髙
宮

　孝
子
・
伊
藤

　良
成

山
武
地
区

▼
白
玉
／
渡
邉

　賢
一
▼
洋
光
台
・
美

杉
野
／
矢
越

　弘
子
▼
外
野
／
奥
秋

　

朝
子
▼
諸
木
内
・
井
ノ
上
／
蕨

　健
吉

▼
宿
・
坂
ノ
上
／
黒
相

　和
子
▼
東
寺

ケ
台
／
馬
渡

　竜
彦
▼
向
寺
ケ
台
／
齊

藤

　美
由
紀
▼
戸
田
／
横
山

　勝
▼
麻

生
新
田
／
伊
藤

　惠
美
子
▼
板
川
・
中

津
田
／
叶
屋

　敬
子
▼
板
中
新
田
／
榊

原

　靖
雄
▼
東
横
田･

西
横
田･

平
沢
／

鈴
木

　茂
▼
実
門
・
中
野
台
・
横
田
台

／
越
川

　忠
行
▼
北
横
田
／
佐
々
木

　

昭
男
▼
東
・
北
沖
渡
・
横
田
・
緑
ケ
丘
・

横
田
入
／
大
山

　憲
子
▼
西
沖
渡
／
林

　和
子
▼
下
辺
田
・
大
木
台
／
山
之
口

　國
雄
▼
大
口
・
横
堀
台
／
加
藤

　清

子
▼
野
馬
木
戸
・
神
野
／
酒
匂

　一
史

▼
細
田
・
松
崎
／
平
山

　玲
子
▼
岩
ノ

谷
・
花
見
谷
・
浅
間
脇
／
吉
井

　正
道

▼
京
増
／
尾
髙

　幸
子
▼
古
宿
・
さ
ぎ

山
台
・
新
田
・
蔵
持
・
合
名
・
中
台
・

天
ケ
谷
／
宍
倉

　す
み
子
▼
宮
田
・
木

原
山
／
川
嶋

　信
治
▼
椎
崎
西
部
／
尾

髙

　妙
子
▼
日
向
台
／
向
後

　裕
代
・

及
川

　節
子
▼
椎
崎
東
部
／
迫
口

　徳

子
▼
矢
部
・
古
内
・
高
浪
／
石
田

　清

▼
金
ケ
谷
・
東
台
／
江
口

　沖
夫
▼
城

府
・
山
支
・
森
台
・
本
郷
／
緇
荘

　利

幸
▼
雨
坪
・
武
勝
・
下
布
田
・
植
草
／

中
嶋

　久
雄

《
主
任
児
童
員
》 

小
川

　英
子
・
澤
野

　栄
男

松
尾
地
区 

▼
山
室
・
引
越
／
石
井

　憲
吾
▼
谷
津
・

古
和
／
古
川

　新
司
▼
上
・
下
大
蔵
・

遠
久
田
／
戸
村

　幸
子
▼
金
尾
・
小
川

／
大
橋

　一
雄
▼
蕪
木
／
太
田

　幸
子

▼
押
辺
・
新
堀
・
長
谷
・
第
四
／
小
梛

　と
し
え
▼
琴
平
／
萩
本

　京
子
▼
八

重
田
・
生
子
宿
／
朝
比
奈

　育
子
▼
猿

尾
／
古
谷

　祐
子
▼
五
反
田
Ａ
／
川
島

　芳
典
▼
五
反
田
Ｂ
／
鈴
木

　敏
雄
▼

祝
田
・
本
水
深
・
水
深
／
加
藤

　昭
子

▼
田
越
・
大
堤
／
花
澤

　信
幸
▼
寿
町

／
花
澤

　政
芳
▼
松
尾
・
富
士
見
台
／

齊
藤

　澄
子
▼
広
根
・
下
野
／
髙
知
尾

　敬
子
▼
折
戸
・
下
之
郷
／
平
澤

　延

子
▼
借
毛
本
郷
／
秋
庭

　春
夫
▼
高
富

西
／
飯
岡

　き
い
▼
高
富
東
／
井
部

　

ミ
サ
ヲ
▼
本
柏
・
木
刀
／
椎
名

　節
子

▼
武
野
里
／
川
島

　和
代

《
主
任
児
童
員
》 

鈴
木

　喜
美
江
・
酒

井

　朝
美

｢

民
生
委
員
・
児
童
委
員｣

を

紹
介
し
ま
す

12
月
か
ら
民
生
委
員
・
児
童
委
員

と
し
て
地
域
福
祉
活
動
に
ご
協
力
い
た

だ
く
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

任
期
は
、
12
月
１
日
か
ら
平
成
28

年
11
月
30
日
の
３
年
間
で
す
。

｢

民
生
委
員
・
児
童
委
員｣

は
厚
生

労
働
大
臣
に
委
嘱
さ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
、
社
会
奉
仕
の
精
神
を
持
ち
、

地
域
住
民
の
立
場
に
立
っ
て
皆
さ
ん
の

暮
ら
し
を
支
援
す
る
人
で
す
。

生
活
上
の
相
談
や
支
援
、
福
祉
情

報
の
提
供
、
関
係
機
関
へ
の
連
絡
調
整

や
意
見
具
申
な
ど
を
基
本
と
し
活
動

し
ま
す
。

相
談
さ
れ
た
方
の
情
報
は
、
守
秘

義
務
に
よ
り
守
ら
れ
ま
す
。

問

　社
会
福
祉
課
社
会
福
祉
係

☎
（80）
２
６
１
２

災
害
列
島
日
本

　災
害
は
忘

れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く
る

今
年
も
全
国
各
地
で
台
風
や
豪
雨
、

竜
巻
な
ど
大
き
な
被
害
が
発
生
し
ま
し

た
。
山
武
市
で
も
台
風
26
号
に
よ
る
被

害
を
受
け
、
ま
た
、
平
成
23
年
３
月
11

日
に
起
こ
っ
た
東
日
本
大
震
災
の
津
波

被
害
は
、
山
武
市
に
大
き
な
被
害
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。

こ
の
大
震
災
の
体
験
談
を
ま
と
め
た

山
武
市
被
災
記
録
集
「
語
り
つ
ご
う

３
・
１
１
」（
地
域
再
生
協
議
会
発
刊
）

を
読
ん
で
く
れ
ま
し
た
か
？

【
体
験
談
の
一
節
】

『…

省
略…

避
難
を
し
よ
う
と
し
た

が
、周
り
は
、総
て
冠
水
し
て
い
た
の
で
、

か
え
っ
て
高
台
に
あ
る
家
の
方
が
と
い

う
事
で
自
宅
へ
戻
っ
た
。
夜
も
更
け
て

一
面
の
水
に
囲
ま
れ
、
ま
る
で
陸
の

孤
島
の
一
軒
家
だ
っ
た
。

そ
ん
な
時
、
木
戸
浜
の
消
防
の
人
達

が
水
に
漬
か
り
な
が
ら
見
回
り
に
来
て

く
れ
、
勇
気
付
け
ら
れ
た
。…

省
略…

知
人
や
親
せ
き
が
片
付
け
に
き
て
く
れ
、

友
人
が
パ
ン
や
カ
レ
ー
を
持
っ
て
き
て

く
れ
て
助
か
っ
た
。
人
の
親
切
が
と
て

も
嬉
し
か
っ
た
。

今
で
も
余
震
が
来
る
度
に
反
射
的
に

眼
鏡
・
携
帯
・
財
布
と
小
銭
を
つ
か
ん

で
外
に
出
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。』

災
害
は
、
個
人
で
は
防
げ
ま
せ
ん
。

被
害
を
防
ぐ
に
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の

協
力
と
助
け
合
い
が
大
事
に
な
り
ま
す
。

高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
中
、
特
に
お

互
い
に
助
け
合
う
こ
と
が
大
事
で
す
。

「
語
り
つ
ご
う
３
・
１
１
」
は
、
東

日
本
大
震
災
の
体
験
が
綴
ら
れ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
も
う
一
度
こ
の
被
災
記
録

集
を
読
ん
で
、
家
族
や
地
域
で
語
り
継

い
で
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

地
域
再
生
協
議
会

ま
た
、
市
で
は
震
災
記
録
Ｄ
Ｖ
Ｄ
と
、

目
の
不
自
由
な
方
に
も
わ
か
る
よ
う
に

と
地
域
再
生
協
議
会
発
刊
の
記
録
集
掲

載
の
体
験
談
55
編
の
朗
読
集
Ｃ
Ｄ（
３

枚
組
）
を
併
せ
て
制
作
し
て
い
ま
す
。

記
録
集
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
Ｃ
Ｄ
は
、
各
図
書

館
で
貸
し
出
し
を
行
う
ほ
か
、
記
録
集

に
つ
い
て
は
有
償
頒
布
も
実
施
し
て
い

ま
す
。

販
売
先

・
市
役
所
市
民
自
治
支
援
課

・
山
武
市
社
会
福
祉
協
議
会

・
山
武
市
市
民
活
動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー

（
定
価
８
０
０
円
）

問

　市
民
自
治
支
援
課

☎
（80）
０
１
５
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蓮沼地区で防災訓練を実施します
　蓮沼地区自主防災会連合会では、蓮沼地区を対
象に防災訓練を実施します。
　ご近所お誘いあわせのうえご参加ください。
日　時　12 月８日㈰　午前７時半～９時
訓練場所　蓮沼スポーツプラザ
訓練の内容

【想定】千葉県東方沖を震源とする地震がおき、地震
発生後、高さ５メートルの津波が発生

【避難訓練】当日は、午前７時半に防災行政無線で
地震発生（アナウンス）の放送後に津波発生（サイ
レンおよびアナウンス）の放送を行いますので、徒歩
または自転車で蓮沼スポーツプラザに避難してくだ
さい

【避難所での訓練】
・避難者カードに住所・氏名を記入
・元消防職員による講話
・炊き出しの配給

昨年蓮沼地区で実施した防災訓練


